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本号の巻頭言は日野伸一教授にお願いいたしました。

道路橋の維持管理について思うことと題して、橋梁の予防保全による長寿命化に関する寿命の設定

および長寿命化の最大のポイントである床版の耐久性について貴重なご意見と、橋梁の維持管理への

シニアエンジニアの活用と地域住民参加のご提案を頂いております。先生にはご多忙のところ玉稿を

お寄せ頂き、誠に有り難うございました。誌面を借りまして厚く御礼申し上げます。

東京港臨海大橋（仮称）のアプローチおよびトラス橋中央径間の地組立てが千葉工場で進んでおり、

5月には浜出しが行われる予定です。また、隣接工区施工のトラス橋側径間の架設もほぼ完了し、京

葉線の車窓からもその壮大な姿の片鱗を観ることができます。昨年からテレビ等でも本橋が取り上げ

られる機会も多く，「コンクリートから人へ」の公共事業への逆風の中、このような華やかなプロジ

ェクトに我が社が携わっていることに感慨深いものがあります。また、本橋の工場製作の過程を日々

見るなかで、関係者の技術力と努力に敬服するばかりです。

この技報においても、上記に関連して、東京港臨海大橋（仮称）の製作、軽量で耐食性に優れた

打替え用ＦＲＰ合成床版、橋梁の維持管理のためのモニタリングシステム（ＯＳＭＯＳ）などが報告

されております。このように、宮地の新設橋梁の開発・設計・架設から既設橋梁の維持管理に至るま

で幅広い技術を報告することにより、橋梁に関する技術の向上に貢献できれば幸いです。

最後になりましたが、執筆者を始め多くの関係者の御協力により本号を発刊することが出来たこと

に感謝致します。


